
電
力
の
安
定
供
給
に
関
す
る
意
見
書 

 
東
京
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
点
検
、
補
修
作
業
に
お
け
る
数
数
の
不
正
問
題
は
、
長
年
の
理
解
と
協
力
を
得
て
き
た
電
源
立
地

地
域
住
民
に
、
原
子
力
発
電
に
対
す
る
不
安
と
不
信
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。 

原
子
力
発
電
は
、
長
期
的
か
つ
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
不
祥
事

に
よ
り
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
信
頼
は
失
墜
し
、
ひ
い
て
は
、
全
て
の
原
子
力
発
電
所
が
停
止
す
る
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

現
在
、
新
潟
県
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
二
基
が
再
開
し
ま
し
た
が
、
こ
の
二
基
だ
け
で
夏
の
電
力
需
要
に
対
し
て
、
そ
の
供
給
が
間
に
合

う
か
ど
う
か
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
、
供
給
不
足
に
伴
う
停
電
と
い
う
事
態
に
な
れ
ば
、
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
我
が
国
の
社

会
経
済
全
体
に
と
っ
て
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 

本
来
、
こ
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
最
大
の
原
因
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
隠
ぺ
い
体
質
に
あ
り
ま
す
。
事
業
者
自
身
が
体
質
を
改
革
し
、
失

わ
れ
た
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
国
に
お
い
て
は
事
業
者
を
監
督
す
る
立
場
か
ら
、
原
子
力
発
電
の
安
全
確
保

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
事
業
者
の
体
質
改
善
実
現
の
た
め
の
監
督
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
、
関
係
機
関
に
お
い
て
も
、

電
源
立
地
地
域
住
民
の
安
心
、
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
考
慮
し
た
信
頼
回
復
へ
の
早
急
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
東
京
電
力
株
式
会
社
に
対
す
る
指
導
・
監
督
の
徹
底
を
図
り
、
一
日
も
早
く
、
電
力
の

安
定
供
給
に
向
け
た
運
転
が
再
開
で
き
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。 

  

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 
 

平
成
十
五
年
六
月
二
十
四
日 

江
戸
川
区
議
会
議
長 

 

八 

武 

崎 

一 

郎 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣 

文
部
科
学
大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・
環
境
大
臣 

あ
て 



 


